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Ⅰ．は じ め に
世帯構成の変化，女性の社会進出等の社会構造の変化により，食の簡便化志向が高まり米を
家庭で炊飯する割合が低下している。その一方で中食，外食の占める割合は年々増加傾向にあ
る。家庭内食の割合をみると昭和60年は84.8％であったが，平成9年は81.1％，平成29年は
70.9％と減少している。米の1人当たりの年間消費量は，昭和37年度には118㎏の米を消費し
ていたのが，平成28年度には54㎏にまで減少している。我が国では，高齢者ほど主食における
米への依存度が高いが，若年層ほどパン・麺類への依存度が高くなっている1）。したがって人
口減少，少子・高齢化，世代交代の影響により今後も米の消費量は，一貫して減少傾向である
と予想されている。米に対する意識調査では，「日本人の主食にふさわしい」が最も多いが若
年層では，「米を食べると太ると思う」考えが有意に高くなっている。国民健康栄養調査2）に
よると主食・主菜・副菜のうち，組み合わせて食べられる割合が少ないものとして，20歳代は
男女ともに副菜が7割と最も高いが，主食をみると男性8.4％，女性9.8％が主食を伴わない食
事をしている。ごはん食の基本的な効果１）として，粒食で消化がゆっくり進むので，満腹感が
持続するとともに，エネルギー源であるブドウ糖が安定的に供給されること，魚，大豆，発酵
食品など組み合わせる食材が豊かで，低脂肪で栄養バランスの良い食事となりやすいなどの効
用がある。佐々木3）は「朝食にごはん派」はパン派よりも，食塩摂取量を除き，総じて好まし
い食品群別摂取量・栄養摂取量（ビタミンC，鉄，食物繊維，カルシウム，総脂質，飽和脂肪
酸）にあると報告している。若年層の米の消費の減少を抑えることや食文化の継承を推進する
ことを目的に本調査を実施した。
Ⅱ．方 法
対象者は，H大学1，3年生90名を対象とし，「米の摂取・調理状況と米に対するアンケー
ト調査」を2018年11月に実施した。回収率は94.4％であった。有効回答者は85名であった。ア
ンケートの調査の内容については，比較検討することを目的に平成18年度に実施した日本調理
科学会東北・北海道支部4）の「米の摂取・調理状況と米に対する意識調査」と同様な方法で行
北翔大学短期大学部研究紀要 第57号 平成31年3月
BuletinofHokushoColegeNo.57 March,2019
＊北翔大学教育文化学部教育学科
米の摂取状況と米に対する意識調査
TheintakesituationofriceandAttitudesurveyfortherice
木 下 教 子*
Noriko KINOSHITA
い，さらに新たな設問を加えて一部改変をしている。調査項目については，対象者の属性（性
別，居住形態），食事作りの状況，健康の自己評価，1日に食べている主食の内容・白飯を食
べる量，米料理の嗜好と食べる頻度，白飯の炊き方・炊き加減・好みの食味・米の種類，米料
理の調理と行事への利用，米に対する考え方，日常の食事バランス・食品摂取の頻度，郷土料
理や地域・家庭で受け継がれてきた料理の伝承等について調査を試みた。統計処理にはIBMS
PSSStatisticsVer.23を使用した。性別，居住形態別にはχ２検定を行った。
Ⅲ．結 果
1．対象者の属性
調査対象者はH大学1，2，3年生85名で1年生39名（45.9％），2年生43名（50.6％），3
年生3名（3.5％）であった。性別の内訳は男性36名（42.4％），女性49名（57.6％）であり居
住形態については一人暮らしが39名（45.9％），家族と同居が44名（51.8％），その他（学生寮・
下宿）2名（2.4％）であった。
2．対象者の健康状況
図1に健康状況について示した。
健康である34.1％，まあ健康であるが56.1％，あまり健康でないが9.8％であった。
3．食事作りの状況
ほぼ毎日作る20.0％，週に4～5日作る12.9％，週に2～3日作る21.2％，ほとんど作らな
い45.9％であった。図2に居住別に食事作りの状況を示した。「ほぼ毎日作る」一人暮らしが
33.3％，家族と同居が9.1％「ほとんど作らない」一人暮らしが17.9％，家族と同居が68.2％，
と有意差，（p＜0.01）が認められた。
4．1日の主食の摂取状況について
表1は朝食・昼食・夕食における主食の摂取状況を示した。各食事の主食について，米飯，
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図1 健康状況（％）
図2 居住別食事作りの状況（％）
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パン，麺類，シリアル類，その他，
食べないの選択肢の中から，食べる
頻度が多いものについて1番から5
番までナンバーリングしてもらった
ものの割合である。朝食・昼食・夕
食について1番と記入した内訳は朝
食は米飯66.2％，パン25.0％，シリアル類4.4％，昼食は米飯76.5％，パン18.5％，麺類4.9％，
夕食は米飯92.5％，パン7.5％であった。米飯は夕食92.5％，パンが朝食25.0％と最も摂取頻度
が高かった。シリアル類は朝食が4.4％であった。「主食を食べない」と回答した人は，朝食4.4
％と若干名いる。主食の「その他」として記載された食品として，朝食がヨーグルト，バナナ，
サラダが，夕食はおかずのみとした肉，魚を食するという記述がみられた。
朝食について，中村5）もチョコレートやアイスクリームなどの菓子類だけや飲み物だけの食
事がみられると報告している。
5．各食事の米飯の料理について
図3に朝食，昼食，夕食の米飯を食べる量について示した。ごはん茶椀を目安として，半分
以下，1/2杯，1杯，2杯以上，米料理は食べないの，5つの選択肢で回答してもらった。茶
わん1杯が最も多く昼食81.0％，夕食60.7％，朝食48.2％であった。性別でご飯の食べる量を
比較すると朝食では，茶椀1/2が女性22.4％，男性8.3％と女性の方が多く有意差（p＜0.1）が
認められた。昼食では茶碗1杯では男性74.3％，女性85.7％と女性の方が多く摂取しており有
意差（p＜0.1）が認められた。
6．米料理の嗜好について
表2に米料理の嗜好について示した。大好きと回答した上位3つは炊き込みご飯64.3％，白
飯60.7％，炒飯58.3％が，好きの上位3つはおにぎり48.2％，リゾット42.4％，いなり寿司37.6
％であった。大嫌いの上位3つはおかゆ7.1％，にぎり鮨6.0％，ちらし寿司・赤飯が4.7％，嫌
いの上位3つは赤飯23.5％，ちらし寿司・ピラフが7.1％であった。
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図3 各食事の米飯の量（％）
表1 朝・昼・夕の主食の摂取状況（％）
朝食 昼食 夕食
米飯 66.2 76.5 92.5
パン 25.0 18.5 7.5
麺類 0 4.9 0
シリアル類 4.4 0 0
その他 4.4 0 0
食べない 3.5 0 0
図4に白飯の嗜好について示した。米料理の嗜好について性別に解析した結果，白飯のみが
大好きと回答した結果をみると男性77.1％，女性49.0％と男性の方が高く有意差（p＜0.1）が
認められた。
表3に米料理の食べる頻度にについて示した。毎日食べると回答した米料理は白飯が78.6％，
週に3日以上はおに
ぎり29.8％，週に1
日位はおにぎり34.5
％，炒飯22.9％，のり
巻13.3％，月に1～
2日位は炊き込みご
飯48.8％，炒飯45.8
％，いなり寿司38.1
％，年に数回はちら
し寿司63.1％，リゾッ
ト・赤飯・餅が60.7
％であった。まった
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図4 白飯の嗜好について（％）
表2 米料理の嗜好について（％）
大好き 好き 好きでも嫌いでもない 嫌い 大嫌い
白飯 60.7 22.6 15.5 1.2 0
おかゆ 9.5 21.4 53.6 8.3 7.1
おにぎり 41.2 48.2 10.6 0 0
いなり寿司 47.1 37.6 9.4 5.9 0
ちらし寿司 35.3 36.5 16.5 7.1 4.7
にぎり鮨 45.8 28.9 18.1 1.2 6.0
のり巻 54.1 29.4 12.9 2.4 1.2
炊き込みご飯 64.3 22.6 9.5 2.4 1.2
炒飯 58.3 31.0 7.1 1.2 2.4
雑炊 35.3 31.8 27.1 4.7 1.2
ピラフ 35.3 28.2 25.9 7.1 3.5
リゾット 27.1 42.4 25.9 4.7 0
赤飯 24.7 20.0 27.1 23.5 4.7
餅 41.2 29.4 21.2 5.9 2.4
表3 米料理の食べる頻度にについて（％）
毎日
食べる
週に
3日以上
週に
1日位
月に
1～2日位
年に
数回
まったく
食べない
白飯 78.6 16.7 4.8 0 0 0
おかゆ 1.2 1.2 1.2 7.2 48.2 41.0
おにぎり 6.0 29.8 34.5 20.2 7.1 2.4
いなり寿司 0 3.6 3.6 38.1 45.2 9.5
ちらし寿司 0 3.6 1.2 17.9 63.1 14.3
にぎり鮨 0 3.6 6.0 35.7 39.3 15.5
のり巻 0 3.6 13.3 34.9 42.2 6.0
炊き込みご飯 1.2 3.6 8.3 48.8 31.0 7.1
炒飯 1.2 8.4 22.9 45.8 16.9 4.8
雑炊 0 4.8 9.5 22.6 39.3 23.8
ピラフ 0 1.2 6.0 13.3 56.6 22.9
リゾット 0 1.2 8.3 11.9 60.7 17.9
赤飯 0 1.2 2.4 8.3 60.7 27.4
餅 0 2.4 6.0 20.2 60.7 10.7
く食べないの上位はおかゆ41.0％，雑炊23.8％，ピラフ22.9％であった。
7．米の種類・入手先・炊飯の道具について
食べている米の種類については，精白米が92.9％，胚芽米1.2％，七分・五分搗き米1.2％，
玄米2.4％，雑穀米2.4％であり，米の銘柄は県産米21.7％，道産米57.8％，上質とされる産地
の米2.4％，標準米2.4％，こだわらないが15.7％であった。使用経験がある米は無洗米が91.4
％，五穀米が8.6％である。米の入手先は，自家栽培3.6％，米穀店2.4％，スーパー65.5％，親
戚からもらう15.5％，産地から取り寄せる4.8％，農家4.8％であった。
8．炊飯について
米の炊き方は電気炊飯器97.6％，ガス釜1.2％，土鍋1.2％であった。「文化鍋で火加減をして
ご飯を炊くことができるか」の設問に対して，できる37.6％，できないが61.6％であった。炊
き加減についての好みは，やわらかめ14.1％，硬め32.9％，ふつうが52.9％であった。食味に
ついては，ねばりけがある11.8％，味がよい49.4％，香りがよい9.4％，こだわらないが29.4％
であった。
9．米料理の調理等について
図5に白飯以外の米料理について，5つの選択肢に分けて回答してもらった結果である。家
で作ることが多い米料理の上位3つは，炊き込みご飯76.5％，ちらし寿司52.4％，赤飯・おこ
わが43.5％であった。買って食べることが多いのは餅57.1％。おにぎり50.6％，のり巻42.4％
であった。食べに行くことが多いのは，にぎり鮨43.5％であった。作らないと回答した上位3
つは，黒豆おこわ77.6％，赤飯・おこわ40.0％，おはぎ・ぼたもちが37.6％であった。
図6に居住別にいなり寿司の調理状況を示したものである。家で作ることが多い項目で家族
と同居が43.2％，一人暮らしが15.4％と有意差（p＜0.05）が認められた。
図7に居住別にのり巻の調理状況を示したものである。家で作ることが多い項目で家族と同
居が31.8％，一人暮らしが17.9％と有意差（p＜0.1）が認められた。
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図5 米料理の調理等について（％）
図8に居住別に炊き込みご飯の調理状況を示したものである。家で作ることが多い項目で家
族と同居が84.1％，一人暮らしが69.2％と有意差（p＜0.1）が認められた。
「作らない」家族と同居が2.3％，一人暮らしが23.1％と有意差（p＜0.05）が認められた。
図9に餅の調理状況を示したものである。買って食べることが多い項目で家族と同居が76.7
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図6 いなり寿司の調理状況（％）
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図7 のり巻の調理状況（％）
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図8 炊き込みご飯の調理状況（％）
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図9 餅の調理状況（％）
％，一人暮らしが35.9％と有意差（p＜0.05）が認められた。
10．米料理と行事とのかかわりについて
表4に米料理と行事とのかかわりについて示した。設問は普段日常的・正月・慶祝時・仏事・
誕生日・運動会・遠足・食べないの8項目についての回答結果である。普段の上位3つはおに
ぎり（88.1％），のり巻（76.5％），いなり寿司（48.2％）が，正月の上位3つは餅（60.0％），
赤飯・おこわ（17.9％），ちらし寿司（16.7％），慶祝時の上位3つは赤飯・おこわ（35.7％），
ちらし寿司（33.3％），おはぎ・ぼたもち（13.1％），仏事の上位3つはおはぎ・ぼたもち（10.7
％），黒豆おこわ（4.8％），赤飯・おこわ（3.6％），運動会の上位3つはいなり寿司（14.5％），
おにぎり（7.1％），のり巻（4.8％）が遠足の上位3つはおにぎり，いなり寿司，ちらし寿司
がそれぞれ1.2％，食べないは黒豆おこわ（78.3％），おはぎ・ぼたもち（29.8％），にぎり鮨
（27.4％）であった。
図10はいなり寿司と行事とのかかわりを示したものである。いなり寿司は，普段日常的に食
べることが多く，家族と同居が69.8％，一人暮らしが26.3％有意差（p＜0.01）が認められた。
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表4 米料理と行事とのかかわりについて（％）
米 料 理
普段日常的
に食べるこ
とが多い
正月に食
べること
が多い
慶祝時に
食べるこ
とが多い
仏事に食
べること
が多い
誕生日に
食べるこ
とが多い
運動会に
食べるこ
とが多い
遠足に食
べること
が多い
食べ
ない
おにぎり 88.1 0 0 1.2 0 7.1 1.2 2.4
いなり寿司 48.2 10.8 7.2 1.2 3.6 14.5 1.2 13.3
ちらし寿司 22.6 16.7 33.3 1.2 9.5 0 1.2 15.5
にぎり鮨 42.9 9.5 8.3 0 10.7 1.2 0 27.4
のり巻 61.9 7.1 6.0 1.2 9.5 4.8 0 9.5
炊き込みご飯 76.5 3.5 5.9 1.2 0 0 0 12.9
赤飯・おこわ 10.7 17.9 35.7 3.6 3.6 1.2 0 27.4
黒豆おこわ 7.2 2.4 6.0 4.8 0 1.2 0 78.3
おはぎ・ぼたもち 29.8 15.5 13.1 10.7 0 1.2 0 29.8
餅 28.2 60.0 1.2 0 0 0 0 10.6
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図10 いなり寿司と行事とのかかわり（％）
図11は，ちらし寿司と行事とのかかわりを示したものである。ちらし寿司は，普段日常的に
食べることが多く，家族と同居が36.4％，一人暮らしが7.9％有意差（p＜0.05）が認められた。
図12は，炊き込みご飯と行事とのかかわりを示したものである。炊き込みご飯は，普段日常
的に食べることが多く，家族と同居が90.9％，一人暮らしが59.0％と有意差（p＜0.05）が認め
られた。
11．米に対する考え
表5は米に対する考えについて設問18項目について複数回答した結果である。米に対しての
肯定的な考えとして「米は日本人の主食にふさわしい」77人，「米はいろいろな料理に合う」
62人，「米は健康にいい」52人，「日本人の米に対する意識は低くなっていると思う」42人，
「米は栄養に富んでいる」40人であった。否定的な考えとして「米の消費量を増やす必要はな
い」，「米を食べると太ると思う」，「米は健康によくない」，「米中心の料理は時間がかかる」，
「米を食べなくてもよい」がそれぞれ86人であった。
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図11 ちらし寿司と行事とのかかわり（％）
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図12 炊き込みご飯と行事とのかかわり（％）
12．食事のバランスについて
図13に主食（ごはん，パン，麺など）・主菜（肉・魚・卵・大豆製品など）・副菜（野菜・
きのこ・いも・海藻など）を3つそろえて食べることが1日に2回以上あるのは，「週に何日
あるか」，その頻度について設問した結果である。ほぼ毎日が28.6％，週に4～5日が21.4％，
週に2～3日28.6％，ほとんどないが21.4％であった。
図14は居住別にみた主食，主菜，副菜のそろった食事の頻度である。家族と同居，一人暮ら
しの間で，ほぼ毎日がそれぞれ40.0％，12.1％，ほとんどないが家族と同居，一人暮らしの間
で，それぞれ8.6％，36.4％と有意差（p＜0.05）が認められた。
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図13 主食，主菜，副菜のそろった食事の頻度（％）
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図14 居住別主食，主菜，副菜のそろった食事の頻度（％）
表5 米に対する考え
設問項目 人数（人）
米は日本人の主食にふさわしい 77
米は日本人の主食としてふさわしくない 0
米は生産量が多いため，消費量を増やすべきである。 38
米の生産量を減らすべきである。 0
米の消費量を増やす必要はない 86
食料自給率を上げるためには米を食べるべきである 32
米はいろいろな料理に合う 62
米は栄養に富んでいる 40
米は健康にいい 52
米は健康によくない 86
米を食べると太ると思う 86
米を食べても太らないと思う 17
米中心の料理は時間がかかる 86
毎日米を食べたい 45
米を食べなくてもよい 86
日本人の米に対する意識は低くなっていると思う 42
今後日本の米の消費量は減ると思う 29
米はいくら食べても飽きない 39
13．食品の摂取頻度について
図15に牛乳・乳製品，卵類，肉類，魚類，大豆・豆製品，緑黄色野菜，淡色野菜，いも類，
果物類，ご飯・パン・麺，海藻類，油脂類（サラダ油・マヨネーズなど）の摂取頻度について
示したものである。ほぼ毎日の上位3食品はご飯・パン・麺類が83.5％，肉類が42.4％，油脂
類が32.9％であった。週に4～5日の上位3食品は淡色野菜44.7％，緑黄色野菜42.4％，肉類
37.6％であった。週に2～3日の上位3食品はいも類が49.4％，大豆・豆製品44.7％，果物が
43.5％であった。ほとんどないの上位3食品は，果物29.4％，魚類28.2％，海藻類26.2％であっ
た。
次は居住別に各食品の摂取頻度をみたものである。図16に卵の摂取頻度について示した。
「ほぼ毎日」が家族と同居40.9％，一人暮らしが12.8％，「週に2～3日」で一人暮らしが43.6
％，家族と同居20.5％と有意差（p＜0.05）が認められた。
図17に魚の摂取頻度について示した。「週に2～3日」で一人暮らしが15.4％，家族と同居
29.5％，「ほとんどない」は一人暮らしが58.3％，家族と同居6.8％と有意差（p＜0.01）が認め
られた。
図18に緑黄色野菜の摂取頻度について示した。「ほぼ毎日」が家族と同居40.9％，一人暮ら
しが10.3％と有意差（p＜0.05）が認められた。
図19に海藻の摂取頻度について示した。「週に2～3日」が家族と同居53.5％，一人暮らし
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図15 食品の摂取頻度（％）
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図16 居住別 卵の摂取頻度（％）
が30.8％，「ほとんどない」が一人暮らしが46.2％，家族と同居9.3％と有意差（p＜0.05）が認
められた。
14．家庭・地域などで受け継がれた郷土料理の伝承について
郷土料理や伝統料理など地域や家庭で受け継がれているかの有無について，設問した結果，
受け継いでいるとした人は，27人（32.1％），受け継いでいない人は57人（67.9％）であった。
受け継いでいる内容として，食事のマナーが18人（箸使い，三角食べ，配膳），料理が12人
（餅，いももち，いわしのつみれ，いかめし，きりたんぽ，だまこ，豚丼のたれ，くじら汁な
どの作り方）があげられる。また，「母と祖母の料理」とした回答もみられた。
これらの伝承の有無について居住別に分析した。図20に居住形態別，郷土料理等の伝承につ
いて示した。「受け継いでいる」では，一人暮らしが51.3％，家族と同居が14.0％，「受け継い
でいない」一人暮らしが48.7％，家族と同居が86.0％と有意差（p＜0.05）が認められた。
郷土料理等の伝承と食事作りの状況について図21に示した。「ほぼ毎日作る」では受け継い
でいる37.0％，受け継いでいない12.3％，「ほとんど作らない」が受け継いでいる14.8％，受け
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図17 居住別魚の摂取頻度（％）
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図18 居住別緑黄色野菜の摂取頻度（％）
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図19 居住別海藻の摂取頻度（％）
継いでいない59.6％と有意差（p＜0.01）が認められた。
ま と め
・1日の主食の摂取状況について，米飯は夕食が92.5％と最も摂取頻度が高かった。米飯を食
べる量については，茶わん1杯が最も多く昼食81.0％，夕食60.7％，朝食48.2％であった。
性別でご飯の食べる量を比較すると朝食では，茶椀1/2量が男性より女性が多く有意な傾向
が認められた。昼食では茶碗1杯量は男性より女性の方が多く有意な傾向が認められた。
・米料理の嗜好について炊き込みご飯，白飯，炒飯，おにぎり，リゾット，いなり寿司が好ま
れ，一方おかゆ，にぎり鮨，ちらし寿司・赤飯，赤飯，ちらし寿司・ピラフは好まれていな
かった。米料理の嗜好について性別に解析した結果，白飯のみが大好きと回答した結果をみ
ると男性77.1％。女性49.0％と男性の方に有意な傾向が認められた。毎日食べる米料理は白
飯が，週に3日以上はおにぎり，週に1日位はおにぎり，炒飯，のり巻が月に1～2日位は
炊き込みご飯，炒飯％，いなり寿司38.1％であった。
・食べている米の種類については，精白米が92.9％，胚芽米1.2％，七分・五分搗き米1.2％，
玄米2.4％，雑穀米2.4％であり，文化鍋で火加減をしてご飯を炊くことができるかの設問に
対して，できる37.6％，できないが61.6％であった。
・米料理の調理等について家で作ることが多い米料理は炊き込みご飯，ちらし寿司，赤飯・お
こわであった。買って食べることが多いのは餅，おにぎり，のり巻であり中食の傾向がみら
れた。作らないと回答したものは，黒豆おこわ，赤飯・おこわ，おはぎ・ぼたもちであった。
居住別にみると「家で作ることが多い」いなり寿司，のりまき，炊き込みご飯は，他の居住
形態よりも家族と同居が多く有意差が認められた。
・米料理と行事とのかかわりについて，「普段食べることが多い」はおにぎり，のり巻，いな
り寿司が，「正月」は餅，赤飯・おこわ，ちらし寿司が，「慶祝時」は赤飯・おこわ，ちらし
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図20 居住別郷土料理等の伝承について（％）
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図21 郷土料理等の伝承と食事作りの状況（％）
寿司，おはぎ・ぼたもちが，「仏事」はおはぎ・ぼたもち，黒豆おこわ，赤飯・おこわが，
「食べない」は黒豆おこわがあげられた。
・米に対する考えについて，肯定的な考えとして「米は日本人の主食にふさわしい」，「米はい
ろいろな料理に合う」「米は健康にいい」が，否定的な考えとして「米の消費量を増やす必
要はない」，「米を食べると太ると思う」，「米は健康によくない」，「米中心の料理は時間がか
かる」があげられた。
・居住別にみた主食，主菜，副菜のそろった食事の頻度では，家族と同居が他の居住形態より
も高く有意差が認められた。食品群の摂取頻度でも卵，魚，緑黄色野菜，海藻類が高く有意
差が認められた。
・郷土料理や伝統料理など地域や家庭で受け継がれているかについて，受け継いでいるが，27
人（32.1％），受け継いでいないは57人（67.9％）であった。「受け継いでいる」と回答した
人を居住別でみると，一人暮らしが多く，家族と同居と比較して有意差が認められた。郷土
料理等の伝承と食事作りの状況についてみると，食事を「ほぼ毎日作る」が受け継いでいる
割合が高く，有意差が認められた。
考 察
白飯は夕食で食べられる頻度が多い主食であるが，米飯を食べる量については，茶椀1杯が
最も多く昼食81.0％，夕食60.7％，朝食48.2％であった。平成20年度調査4）に比べて，米飯の
摂取量の減少傾向がみられた。食料消費動向の変化6）をみると近年，米・加工品，魚介類が緩
やかな減少傾向にあり，それに伴い国民のエネルギー量を年代別でみると男女ともに20～59歳
で減少傾向が強く，摂取エネルギー量の減少傾向を示すのは男性と比べて女性の方が大きいと
報告されている。朝倉ら7）は，性別と食生活の問題点として女性では「ご飯を食べない日があ
る」が4割前後であると米離れの傾向を報告している。本調査者では昼食時に，茶碗1杯のご
飯を食べる人が多く，性別で比較すると茶碗1杯のご飯は男性より女性の方が多く食べている
傾向がみられた。堀川ら8）の年代別の米飯摂取頻度で米飯の摂取量は10歳代後半が多く，20歳
代で少なくなり，性別でみると男性は20歳代から減少し続ける傾向にあるとし同様な傾向がみ
られた。
米料理の嗜好度については，前回調査4）は白飯，炊き込みご飯，にぎり鮨の順であったが，
今回の順位は，炊き込みご飯，白飯，炒飯と入れ替わり，白飯よりも味付けご飯を好む傾向に
ある。米料理の調理等で「家で作ることが多い」のは炊き込みご飯，ちらし寿司などで，前回
と同様であったが，居住形態別にみると家族と同居の方が一人暮らしよりもいなり寿司，のり
まき，炊き込みご飯など「家で食べること」が多く，また主食，主菜，副菜のそろった食事の
頻度，食品群別摂取量の頻度では卵・魚・緑黄色野菜・海藻類の摂取頻度が高く有意差が認め
られた。石橋ら9）は独居群が米類，いも類，緑黄色野菜，卵類の摂取量が減少し，菓子類，嗜
好飲料の摂取量が増加しているとし，同様な結果を得た。
59
倉恒ら10）は主食と疲労との関係の研究から軽度疲労群は中等度疲労群，重度疲労群の2群に
比べ，米飯の摂取量が有意に多いこと，加えて米飯の摂取量が増えれば魚介類摂取量が増える
ことがn-3不飽和脂肪酸摂取の増加につながることを示している。
米料理と行事とのかかわりについて，「正月」，「慶祝時」，「仏事」に食べられる米料理があ
げられたが，仏事に食べられる黒豆おこわは，著しく低い摂取状況であった。米料理は郷土料
理や伝統料理などが多いが，前回調査よりも行事とのかかわりと回答した割合が少なくなって
いる傾向にある。普段の食事作りでは「ほぼ毎日作る」と回答した人は，家族と同居よりも一
人暮らしが多かった。上村ら11）の報告によると女子学生が家族と同居であっても調理・買い物
を自らしない人は8割と食の自立を意識し，実践している人が少ないことを報告している。郷
土料理や伝統料理など地域や家庭で，「受け継いでいる」と回答したのは，家族と同居よりも
一人暮らしが多く，食事作りの状況をみると一人暮らしの方が「ほぼ毎日作る」割合が高く有
意差が認められた。これらのことから食事作りに関わることは，郷土料理等の伝承にとっては
有効であると考えられる。米に対する考えとして，否定的な意見として，「米は健康によくな
い」，「米中心の料理は時間がかかる」があげられたが，これらの米に対する認識を改善するた
めに学校教育において，小学校段階から家庭科で扱う領域なので米の栄養・調理，食文化など
重点的に指導することの必要性が示唆された。
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